
一冗
中
五
年
(
嘉
底
二
年
)

令
武
町
五
段
者一印
刷
ト
ー側
一躍

搬

右
問
地
者
.
任
=代
k

寄
進
航
回
日
一
令
=
高
知
許
一
躍
也
。
仇
箆
=
後
日
忌
枇

如
v
件
。嘉

隆
二
年
四
月
廿
日

」二

e佼

在
判

=一O
二

未
来
際
不
易
之
寺
領
一
且
季
語
営
大
功
一
踊
令
ν
紹日一
隆
伸
法
一
欲
v

〔訪
城
)

一本
ν
折
-天
下
安
全
武
運
長
久
-
者
。

権
中
納
言
雄
一
原
俊
任
宜
。
出
帯
ν
勅

依
ν
読
者
。
同
立
4

承
知
、
依
v
b
口一行
u

之
。

嘉
山町
民
二
年
五
月
廿
五
日

大
史
小
槻
宿
一陥

，
在
判

五
月
廿
五
日
。
後
小
松
院
、
山
城
東
一
服
寺
領
江
沼
郡
熊

坂
症
の
諸
役
を
免
除
せ
し
め
給
ふ。

【東
幅
寺
文
書
】

山
城

左
排
官
下
加
賀
国

六
六
回

臆
Y

因
-一准
傍
例
一
発
-一除
伊
勢
太
榊
宮
役
中
大
工
米
‘日
食
米
、
池
内

裏
御
幌
大
山
骨
品
目
以
下
勅
役
、
院
枚
、井
都
師
寺
批
諸
役
、及
問
中
段

米
、
闘
米
、

凡
恒
例
臨
時
公
役
一

、氷魚
則
東
繭
寺
領
h

省
関
熊
坂
庄
事
。

戸
側
中
)

右
得
-
-彼
寺
住
持
比
丘
玄
柔
去
三
月
日
奏
欣
一
儒
。
比
丘
玄
柔
説
検
一

戸
九
際
護
家
)

集
内
ア
官
寺
者
去
嘉
納
年
中
四
僚
院
仰
字
、
光
明
峰
守
科
定
版
下、

(
悶
爾
紛
間
)

年
一勅
許
一奉
v

諦一
謹
一
間
帥
一
以
来
、
銀
奉
ν
析日
目四
海
安
全
一寺
院
也
。然

早
諜
--天
恩
一

一辞
成
=官
符
抗一

一被
μ

停
一止
伊
勢
太
紳
官
牧
夫
工
米
、
井

川相
院
事
、
閣
役
、
諸
枇
榊
人
岡
司
守
誰
使
入
部
、
叩
乙
人
乱
入
一
貫
]

康嘉冗

康 慶 中、?

フロェュ，、
年年年

紀
元
二

O
四
九

改二京己
元明 者15巳

フL
日
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j主月
ミ与・十
文 五
芦 日

o 

{医
掲

鳳
芸
郡

-'-
~、

...  帽

~、

.... 目，、

容
-一寄進一

能
登
閤
穴
水
郷
内
来
迎
寺
阿
繭
陀
堂
問
之
事

合
百
苅
者
団
一
欣
一剛一酬明
物
航
刊
一
一
富
山也
。
七
枚
有

右
件
下
地
ぺ
相
閣
寺
腕
一
之
依
ν
矯日一
所
側
一
一
位
北
米
迎
寺
仁
毎
月
需-一

悌
供
燈
明
之
一

阿
踊
陀
賀
前
仁
永
代
奉
=
寄
進
一
鹿
也
。
川山
穏
=後
詩
一
寄

進
叫
肌
如
v
斯
。

康
膝
元
年
一
時
一一一
月
十
五
日

相
閣
寺
師
一

御
佼

穴
水
庄
主

，:>;γ 
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手了
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〈
本
文
書
若
し
蹄
一
の
寄
進
献
な
ら
ば
、
有
台
と
あ
る
所
に

蹄
一
の
署
名
あ
る
べ
〈
、
有
舎
の
赦
友
ら
ば
本
文
の
腕
一

と

あ
る
所
を
蹄
一
利
向
な
ど
L
記
す
べ
し
。
叉
相
閣
寺
師
一
御

一元
中
六
年
(
康
隠
元
年
)

桜
中
耕
一
勝
原
朝
臣

(
同
日
附
の
官
符
亦
東
一耐
寺
文
書
に
在
り
。
東
一附
寺
側
諸
園

所
K

を
列
胤
ゆ
す
る
の
外
臭
事
な
し
。)

十
二
月
十
四
日
。
幕
府、
‘加
賀
守
護
斯
波
義
種
を
し
て
、

山
城
祇
園
枇
傾
加
賀
郡
萱
野
保
を
濫
妨
す
る
を
停
め
し

む【
紙

闘

枇

詑

〕

六

六

五

紙
闘
杭
雑
挙
資
晴
申
。
加
賀
閣
宜
野
保
内
田
奥
野
名
・
茅
原
名
・市
名

井
屋
敷
ル
常
事
、
重
併
以
如
ν

此
。
所
詮
除
問
知
闘
井
河
口
以
下
閣
人

等
致
=
蹴
妨
一云
k

。
頗
招
出北
ハ
谷
一
敗
。
般
町村
止
日
}税
匂
注
飢
一
w

dν

被
ν

沙
=

汰
付
雑
掌
於
下
地
一
吏
不
ν

可
ν
有
=緩
怠
一
之
服
、
依
ν

仰
執
達
如
ν

件
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嘉
隆
二
年
十
二
月
十

四

日

左

術

門

杭

在
判

戸斯
波
誌
府
)

前
修
理
大
夫
敗

使
穴
水
庄
主
の
語
も
-諒
し
〈
、
特
に
康
艇
は
二
月
九
日
の
改

元
た
る
が
故
に
そ
の
十
五
日
に
於
い

て
能
登
に
用
ひ
ら
る
ペ

〈
も
あ
ら
ざ
る
ぺ
し
。〉

一
月
十
二
日
。一
一一阿
等
、
鳳
至
郡
線
持
寺
に
用
途
請
取

肢
を
出
す。

【
総
持
寺
文
書
】

戸盆
}

う
け
と
る
御
則
と
の
事

合
受
賞
五
百
文
者

右
そ
う
ぢ
じ
よ
h
J

の
御
さ
た
、
よ
っ
て
う
け
と
り
の
欣
〈
だ
ん
の

六
六
七

ど
と
し。嘉

山町
民
三
年
三
月
十
二
日
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在 在
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れ?三
ろき
そ
弘

十
月
。
貞
慶
、
珠
洲
郡
高
座
宮
別
嘗
高
勝
寺
に
懇
志
を

有
す
る
輩
の
高
座
宮
に
寄
港
す
る
神
馬
は
、
同
寺
を
し

て
受
理
せ
し
む
。

〔
須
須
榊
枇
文
書
】
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八

高
山
匝
宮
一
例
馬
事
、
紳
主
方
事
者
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ν
及
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一
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日
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家
運
ν
志
輩
一
引
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珠
洲
郡
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